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はじめに 

• 早稲田大学では，対話型，問題発見・解
決型教育への移行支援のために，高度授
業TAの研修，ICT活用の普及，e-Teaching 
Award制度，また新しい授業環境施設の開
発などを行っている．本発表では，それ
らの諸活動を支援している大学総合研究
センターの活動について紹介する． 
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核心戦略を実現するためのプロジェクト 

3 

  
－教育と学修内容の公開 
 

－対話型，問題発見・解決型教育への移行 

教学戦略 
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対話型，問題発見・解決型教育への移行 

【学修時間・内容の変化イメージ】 4 
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高等教育研究部門 
・高等教育のあり方や理念の研究 
・大学経営，入試に関する研究 
・教育，経営に係る各種データ 
 の収集・分析（IR) 

教育方法研究開発部門 
・教育方法論の研究 
・教育手法開発・普及 
・FD推進 

情報企画部 

大学総合研究センター概要  
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教育方法研究開発部門 (CTLT)  
Center for Teaching, Learning, and Technology 

大学総合研究センター概要  
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大学教育総合研究センターにおける教育・学修支援  
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Waseda Vision150ならびにSGUの目標である 
「英語（外国語）による授業割合50％」を実現するため， 
英語による授業の方法を学ぶ機会を提供しています． 

 

 

 

CLIL (Content and Language Integrated Learning) 
授業内容の学習と外国語学習を統合して行う教授法 

EMIの実践 

EMI の学修 

CLIL の学修 

EMI (English as a Medium of Instruction) 
非英語圏において母国語を使用せずに英語で教えること 

ファカルティデベロップメント（ＦＤ） 

【初級】国内FD (UQ) 

【中級】海外FD (UW) 

【上級】海外FD (GLCA/ACM) 
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• 全学FDコンテンツ（フルオンデマンド） 

–高等教育とFD（Faculty Development） 

–授業設計のポイント 

–早稲田大学における対話型，問題発見・解決型教育 

–ルーブリックを活用した教育評価 

ファカルティデベロップメント（ＦＤ） 
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ファカルティデベロップメント（ＦＤ） 

グループワーク・ディベートの手法，フィールドワークの手法，プレゼンテーション，
振り返りの手法などを授業フェーズごとに紹介 
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• Good Practices 

• 早大教員の授業におけるGood Practice 

• アクティブラーニングTips集 

–アクティブラーニングで使えるTipsを， 
数分のビデオクリップとして配信して 
おります． 

ファカルティデベロップメント（ＦＤ） 

https://www.waseda.jp/inst/ches/ctlt/faculty/goodpractice/ 11 

https://www.youtube.com/watch?v=cYARZMfihTw
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②高度授業TA 
  

科目付き 業
務
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質 

高度授業TA制度 



授業前の支援 
• アクティブラーニング 

の教材作成支援 

• 実習課題，演習課題 
の提案 

• 反転授業の動画制作支援 

• 教材の多言語化対応 

• 授業で使用する基礎統計 
資料のアップデート 

• ケース教材の作成支援 

• 教材用資料，データ収集 

• 教材用映像の編集 

• 実験実習の準備 

授業中の支援 
• ディスカッション 

セッションの支援 
• ティームティーチングによる指導 
• 教員指示に基づく 

演習問題の解法指導 
• 学生からの質問に対する助言 
• 学外実習の実習作業補助 
• 実験実習補助 

 

授業後の支援 
• 授業内容要約（サマリー）作成 

• 試験・レポート・課題採点補助 

高度授業TAの役割 
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• オンライン研修（必修） 
–高度授業TAとは 

–授業設計のポイント 

–早稲田大学における対話型，問題発見・解決
型教育 

–ルーブリックを活用した教育評価 

• 対面研修 
–ワークショップ 

–高度授業TAカンファレンス 

高度授業TAの研修 
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LMS(Course N@vi）活用の支援，オンデマンド授業， 
遠隔交流授業（CCDL）など，ICTを活用した授業全般を 
支援しています．アクティブラーニング教室 
（３号館CTLT Classroom）の整備も進めています． 

学修環境デザイン 
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「対話型，問題発見・解決型授業」の支援，具体的には 
アクティブラーニング教室（CTLT Classroom），グループ 
学習スペース（W Space）等を拠点とした学修支援，MOOC
等を活用したオンライン教育と対面教育の融合（反転授業） 
などをテーマとした研究ならびに実践を行っています． 
開発された教育手法の実践の場として 
GEC（Global Education Center）とも連携します．   

学修環境デザイン 
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学内における優れた教育実践事例の共有と普及・展開をはかる
ための取り組みの一環として「ティーチングアワード」 
「e-Teaching Award」を実施し，その成果をGood Practiceと
して公開しています．あわせてWaseda Course Channelによ
る講義動画の公開等も推進しています． 

Good Practiceの収集と普及 
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• 対話型，問題発見・解決型教育の成果の
測定 

– ALポイントなどの先行事例 

• オンデマンドコンテンツを活用した新た
な教育手法の開発と普及 

–ワシントン大学との共同プロジェクトで開発
したSmall Private Online Courses (SPOC)を活用
した反転授業型FDセミナー 

今後の展望 
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